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1. 実証実験の報告 

（1） 実験概要 

 期  間 令和２年３月２日から１４日 

 料  金 無料 

 対象地域 橋本東狩尾・西狩尾、西山丸尾 

 詳細は配布資料 P1「第１次実証実験」を参照 

（2） 実験結果 

 利用件数 ２９件 

 利用者数 ４８名 

 利用者アンケートの結果  

 ８０代・女性・１０時から１６時台の利用が多い 

 利用目的は病院、買い物が多い 

 利用者はおおむね満足している 

 有料化した場合に希望する運賃は５００円が最も多い 

 詳細は別紙配布資料 P2-7「第１次実証実験まとめ」を参照 

（3） 質疑応答 

  問 今回の実験で最も遠方だったのはソフィアモールと聞いている。遠方

すぎるのでは？（小北） 

今回の実証実験では遠方への 

利用もあったことから、区域内 

に限定した場合は同様の結果と 

はならないことが推測される 

 



   → 次回以降の実証実験では区域内に限定する（中川） 

  問 区域内に限定した場合、失望を感じられるのでは（椙原） 

   → 本格運用の際には、利便性の高いバス停あるいは病院等への利用は

認めてほしいと考えている（中川） 

 

2. その後の状況 

（1） 地域公共交通会議について 

 本活動については部会を立ち上げ、議論していただくことになる 

 持続可能な事業とするため、財源確保の裏付けが必要 

   → 安定的な財源を確保する必要がある。スポンサー？会費？（中川） 

 次回の実証実験前には地域公共交通会議で報告する 

 詳細は配布資料 P8「道しるべ移動サービス取り組み状況」を参照 

（2） 役員会について 

 活動資金を助成してもらうため、地域交響プロジェクトの申請手続きを

進めている。６月末期限 

 詳細は配布資料 P8「道しるべ移動サービス取り組み状況」を参照 

 

3. 今後の活動予定 

 無償の実証実験を９月に実施後、３回目の実証実験は有償で行う計画 

 次回会議は第２回の実証実験を行う前に開催する予定 

 詳細は配布資料 P9「今後の実証実験」を参照 

 

4. その他 

（1）. タクシー会社への運行委託について 

  タクシーに運行を委託することが出来ると聞いた。であれば、これらの内容

をタクシー会社に委託するほうが早くオンデマンド交通が実現するのでは？

（大石） 

   

 タクシー会社に委託する方がハードルが高い。なぜならタクシー業界

は民間事業者であるので、このような採算が取れない事業には手を出

さない。（中川・藤作） 

 本来の主旨はボランティアによる移動手段の確保。タクシー会社に運

行を委託するのは趣旨が違うのでは？（椙原） 

 

 

 



【所 感】 

会長である中川氏は既存の公共交通に影響が出ないように本事業を移動範囲

を限定した有償運送事業にすると明言されていますが、市内の主要病院に接続

したあるいは採算の取れる事業としたいとの発言もされており、本音と建前が

異なる印象を受けました。採算の取れる事業を目指す場合、業務の範囲を広くす

るあるいは運賃を高めに設定する必要があり、既存の交通事業者が反対する可

能性があります。いずれにしても今後の地域公共交通会議において交通事業者

の発言を注視していきたいと思います。 


